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伝統を守る ⑬
竹細工

自由自在に

竹を編む

-井出市夫さん (64歳 ・馬場町)

馬場町通')、少し脇に入った場所

にある井出竹細工商席。主人の井出

さんは 2代目で、この道45年。「今ま

でに注文に応じて、いろんなもんを

作った」と語るように、米上げざる、

目かご、すだれ、そばをのせるざる、

青竹の置き物のほか、珍しいもので

は、運動会の大玉送りに使うかごな

ども。 材料の竹は、おもに大竹と呼

川西五副の山から直接切り出してき

ます。

「昔は 7-8軒あった竹細工屈も、

今ではうち 1軒になっちゃいました

よJ と。しかし、作業中は、「作るもの

を頭に描いて、竹を切らなけHばな

らないので、材料作')がたいへんな

んですワ」と Uを雌かせながら31j'る

ところに、竹を愛する井出さんの人

ばれる竹で、井出さん~人が塩田や 柄がにじみ出ていました。



正月恒例の全国高校サッカー選手権

大会に、県代表として上回東高校が出

場。昨年12月30日に同校で壮行会が行

われ=写真下、 1月3目、長崎県代表

の国見高校と対戦。 3対 Oで惜しくも

敗れましたが、若さあふれるプレーに

スタンドも熱い応援を送っていました。

I，~'I吟ヲヲルーに感動

ハ
ヴ
ピ
!
ニ
子
!
J
q
で
!

城、
A， 

元旦の明け方、太郎山山頂で、消防団音楽隊によ

る「法被ニューイヤーコ ンサート Jが行われました。

縁
起
物
が
大
人
気

l
八
日
堂
縁
日
|

一
月
七
日
、
八
日
に
開
か
れ
た
信
濃
国
分
寺

の
八
日
堂
縁
日
。

ロ
月
議
会
リ
ポ
ー
ト

[21 

一
般
会
計

補
正
予
算
に日

億
円
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十
二
月
市
議
会
定
例
会
ガ
昨
年
十
二
月
四
日

か
ら
同
十
九
日
ま
で
、
十
六
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
疋
。
今
回
は
、
平
成
元
年
度

一
般
会

計
決
算
認
定
、
平
成
二
年
度
一
般
会
計
矯
正
予

算
、
数
育
委
員
の
圧
命
な
ど
四
十
一
議
案
ガ
審

議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
定
。

決
ま
つ
だ
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

主
な
条
例
の
制
定
・
改
正

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
中
一
部
改

正
石
井
光
一
さ
ん
(
大
手
町

・
眼
科
医
)
か
ら

の
ご
寄
付
{
有
二
十
万
円
)
に
よ
る
基
金
の
額

の
改
正
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
額
は
四
千
三

百
七
十
万
阿
に
。

意

見

書

次
の
意
見
書
が
、
今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

マ
北
陸
新
幹
線
軽
井
沢

・
長
野
間
標
準
軌
新
線

に
よ
り
平
成
三
年
度
本
格
精
工
の
実
現
に
関
す

る
意
見
書

教
育
委
員
に

内
藤

尚
さ
ん



射初め式古式にのっとり、

@ 

市の動き

1月3日に、」二回弓道会による射初め式が上回弓道場で聞か

れました。主句30人カヘ f主 19リの「身おi~み」などを行・いました。

大
み
そ
か
恒
例
の
、
別
所

・
北
向
観
音
の
二
年
参
り
。
家

族
連
れ
や
若
者
な
ど
多
く
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 今年もいいことがありますように・.• 

1日 市民と市長の日 社会福祉協議会歳末

チャリテ ィバザー(福祉会館前駐車場)

2日 市民の森公閑スケート場開き

3日 脱スパイクキャンペーン(中央交差点・

上田橋、 14日も実施)

4日 12月定例市議会招集日(-19日)

5日 別所線屯車存続陳情 (東京)

6日 自治会連合金総会

12日 盲導犬貸与式(諏訪市の横沢秀子さん・

59歳) 上回市都市景観協議会市内視察

13日 北陸新・幹線上田駅建設広域推進協議会

陳情(東京) 神畑 ・西村橋開通式

14日 別所温泉財産区議会

15日 市制70周年記念ブロンズ像除幕式

17日 北陸新幹線長町'県沿線広域市町村述絡

協議会陳情(東京) 鹿田土地改良区松原

用水排水事業竣工式 浦里財産区議会

18日 下室賀財産区談会

20日 文化財保護審車会上室賀財産区議会

21日 整備新幹線建設促進大会(東京)

24日 上田市消防団音楽隊演奏会(創造館)

25日 全国市長会緊急理事会(東京)

26日 北陸新幹総フル規格決定あいさつ回 1)

(東京)

27日 長野冬季オリンピック招致推進上小地

城大会実行委員会

28日 上田市消防団年末夜饗(-30日)

30日 上回東高校サ ッカ一部全国大会出場壮

行会

31日 上田市消防団音楽隊演奏会(太郎山山

j頁)

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
教
育
委
員
に
内
藤

尚
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
内
藤
さ
ん
は
、
欠
員
と
な

っ

て
い
ま
し
た
教
育
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴
・
:
長
野
県
師
範
学
校
本
科
卒
、
室
賀
小

学
校
教
頭
、
第
四
中
・学
校
校
長

~福祉~
高齢者問題講演会に.................................90方円

~道路など~

道路の新設改良、河川の主主備に………2億3，302万円

~教育~

上回城跡公閣の盤備に…………………… 2，860万円

補正予算の主な使いみち一般会計市民と市長の日
2月2日(土)

午前9時~正午

市長室

(市役所3階)

12月市議会で決まった 2年度予算

補正予算額 | 予算総額

16億5，739万円 I277億654万円

-5，362万円 い30憶7，256万円
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お知らせア・弓・カ .Iι・ト

回
配
回
一許
制

コ
ル
規
格
で
着
工
決
定

Eヨ-i.

長
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
新
幹
線
の

建
設
問
題
は
、
昨
年
十
二
月
二
卜
問

日
政
府

・
与
党
内
脳
会
議
で
最
終
結

前
し
ま
し
た

1
5
ペ
ー
ジ
「
申
合
せ
」
。

る
こ
と
を
北
本
方
針
と
し
て
、
県
を

中
心
に
沿
総
市
町
村
や
関
係
機
関
な

ど
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
協
議
し
て
い
き
ま

す
の

在
来
線
は

地
域
の
力
で
存
続

今
後
は
工
事
実
施

計
画
認
可
へ

問い合わせ

高速交通謀(内線1552)

北
陸
新
幹
線
杭
井
似
・長
野
聞
が
、

フ
ル
風
格
で
平
成
三
年
度
か
ら
者
工

す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
は
必
要
な

調
桜
を
行
っ
た
う
え
で
、
運
輸
大
臣

か
ら
工
事
実
施
計
画
認
可
を
得
て
、

地
元
説
明
会
な
ど
具
体
的
作
業
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

関
係
す
る
治
線
自
治
会
な
ら
び
に

地
止
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
栴

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
聞
い
し

ま
す
。

住
口
の
寸
一
件
井
沢

・
長
野
間
」
の

建
設
訂
式
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
調

鮭
を
行

勺
た
う
え
で
、
凶
何
準
軌
新
線

(
フ
ル
飢
杭
)
で
平
成
三
年
度
か
ら

着
工
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
の
運
動
の
成
果

で
あ
り
、
建
設
促
進
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
後
並
行

ι来
線
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
力
で
存
続
す

軽井沢駅

北陸新幹線(軽井沢~長野)

ルート平面略図

警
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広報うえだ'3.1.16 【4l

マ
上
田
小
県
歯
科
医
師
会
様

繭
ブ

ラ
シ
八
百
本
健
康
づ
く
り
市
民
の

つ
ど
い
で
配
布

マ
日
本
た
ぽ
ニ
産
業
側
上
田
工
場
様

十
二
万
二
千
五
百
六
円
社
会
福

祉
恭
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
専
産
業
脚
様

一
万
四
千
円

社
会
福
祉
基
金
桁
立
金
と
し
て

マ
浅
井
益
香
寿
様

(
北
天
神
町
)

二
万
一
千
七
百
五
十
五
円
社
会
福

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
様

電
子
レ
ン
ジ
一
台
社
会
福
祉
施

設
へ

マ
手
塚
久
英
様

(神
畑
)

山
本
鼎

の
油
彩
二
点
山
本
記
念
館
へ

マ
上
田
城
復
元
市
民
の
会
様

四
百

六
十
三
万
五
千
六
百
十
七
向
上
回

城
跡
公
園
繋
備
事
業
費
用
と
し
て

盲
人
福
祉
の
向
上
に

石
井
さ
ん
ご
寄
付

こ
の
ほ
ど
、
眼
科
医
の
石
井
光
一

さ
ん

(大
手
町
)
か
ら

「
点
訳
奉
仕

活
動
等
引
井
基
金
」
に
と
百
二
十
万

円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

石
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
三
年
以

米
、
長
年
に
わ
た

っ
て
多
額
の
ご
寄



北
陸
新
幹
線
、
東
北
新
枠
組
及
ぴ

九
州
新
幹
線
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
、

そ
の
建
設
に
活
工
す
る
。

一

ω北
陸
新
幹
線
峨
岡

・
青
森
間
及

び
九
州
新
特
線
八
代

・
西
鹿
児
山

間
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
度
に

お
い
て
、
所
要
の
認
可
等
の
手
続

を
続
て
、
そ
の
建
設
に
帯
主
す
ゐ
。

ω北
陸
新
幹
線
特
井
沢
・
長
野
聞

に
つ
い
て
は
、
必
要
な
調
躍
を
行

っ
た
上
で
、
標
準
軌
新
線
で
平
成

三
年
度
に
お
い
て
、
所
要
の
認
可

専
の
手
続
を
経
て
、
そ
の
建
設
に

着
工
す
る

ω北
陸
新
幹
線
高
岡

・
金
以
問
に

つ
い
て
は
、
「
県
備
新
幹
線
着
工
謝

桜
代
(
仮
称
ご
を
計
上
す
る
。
な

「整備新幹線着工等についての
政府・ 与党申合せJ

平成2年12月24日

お知らせア・弓・カ・ル・ト

い
よ
い
よ
冬
本
番

ス
パ
イ
ク

や
め
ま
し
た
か

子どもたちのために「脱スパイク」

お
、
小
松
以
西
に
つ
い
て
は
、
幣

備
新
特
線
建
設
推
進
準
備
事
業
費

を
計
上
す
る
。

二

ω間
設
新
幹
線
波
減
収
入
等
を
財

源
と
し
て
鉄
道
助
成
を
総
合
的
に

実
施
す
る
特
殊
法
人
鉄
道
桔
備
法

全
(
似
称
)
を
設
丘
し
、
鳴
備
新

幹
線
の
建
設
の
推
進
を
図
る
こ
と

と
す
る
。

ω国
の
負
M

刊
の
財
源
に
つ
い
て
は
、

運
輸
省
所
管
の
公
共
事
業
に
配
分

さ
れ
る
予
算
の
一
部
に
加
え
、
既

設
新
幹
線
誠
渡
収
入
の

一
部
を
充

当
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
平

成
三
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
公

共
事
業
関
係
賢
官
二
十
八
億
円
を

計
上
す
る
わ

勺
の
少
な
い
上
凹
市
で
も
、

刺
タ

は
小
古
の
ち
ら
つ
く
手
節
と
な
リ
ま

し
た
。
昭
和
六
十
一
年
に
八
九
%
を

記
録
し
た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
装
箭
牢

は
、
年
を
迫
う
ご
と
に
減
少
し
て
き

て
は
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
で
乾
燥
路
而
を
削
っ
て
い
る

い
叫
が
、
多
く
は
か
け
ら
れ
ま
す

P

ス

パ
イ
ク
粉
じ
ん
を
な
く
し
、
冬
め
き

れ
い
な
常
気
を
取
り
も
ど
す
に
は
、

脱
ス
パ
イ
ク
以
外
解
決
の
道
は
あ
り

ま
せ
ん
。

一
平
成
二
年
六
月
二
十
七
日
「
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
発
生
の
防
止
に

関
す
る
法
律
」
が
公
布
・施
行
さ
れ
、

ω
J
R
の
負
仰
の
財
源
に
つ
い
て

は
、
平
成
元
年
一
月
十
七
日
政
府
・

与
党
巾
介
せ
に
よ
り
特
殊
法
人
新

幹
線
保
有
機
構
に
お
い
て
生
じ
る

既
設
新
幹
線
の
り
|
ス
料
の
余
剰

を
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
部

分
に
、
既
設
新
幹
線
設
波
収
入
の

一
部
を
充
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
(
略
)

間
建
設
着
工
す
る
区
間
の
並
行
従

来
線
は
、
開
業
時
に

J
R
の
経
常

か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
認
可
前
に

椛
認
す
る
こ
と
。

五
当
而
は
、
昭
和
六
十
三
年
八
月

三
十
一
日
及
び
一
平
成
元
年
一
月
十

じ
日
の
政
府

・
与
党
中
合
せ
に
従

い
、
そ
の
建
設
着
工
を
推
進
す
る
。

国
民
だ
れ
も
が
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉

じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
努
め
る
と
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
リ
の
協
力
と
実
行
に

よ
り
、
脱
ス
パ
イ
ク
社
会
を
実
現
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

冬
道
は
安
全
運
転
で

冬
道
で
は
、
防
滑
装
慌
を
つ
け
て

い
て
も
、
山
刊
で

・
凍
結
状
況
に
応
じ

た
適
切
な
述
転
が
必
要
で
す
。
安
全

運
転
と
事
故
防
止
の
た
め
次
の
こ
と

に
心
が
け
ま
し
ょ
・

1

①
急
は
避
け
て
ゆ
っ
く
り
発
進

②
ブ
レ
ー
キ
は
早
め
に
。

エ
ン
ジ
ン

付
を
さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
創
設
さ

れ
た
「
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」

は
総
額
四
千
三
百
七
十
万
円
と
な
る

予
定
で
す
。
市
は
こ
の
基
金
の
利
子

を
盲
人
福
祉
向
上
の
た
め
、
盲
導
犬

の
貸
与
事
業
、
点
字
図
書
館
事
業
の

充
実
な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。

久
保
角
太
郎
さ
ん
か
ら

五
百
万
円
の
ご
寄
付

こ
の
ほ
ど
、
久
保
角
太
郎
さ
ん
(
川

辺
町
)
か
ら
小

・
中
学
校
の
教
育
用

図
書
の
繋
備
に
と
、
五
百
万
円
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の

寄
付
金
を
学
校
用
図
書
の
購
入
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ブ
レ
ー
キ
を
上
手
に
陀
い
急
ブ
レ

ー

キ
は
避
け
る

③
ブ
レ
ー
キ
は
静
か
に
ポ
ン
ピ
ン
グ

ブ
レ
ー
キ
を

④
怠
ハ
ン
ド
ル
は
避
け
て
ス
ム
ー
ズ

な
ハ
ン
ド
ル
操
作
を

生
活
環
境
課
で
は
ピ
ン
抜
き
機
を

お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
上
田
市
方
式

は
比
較
的
簡
単
に
、
だ
れ
で
も
で
き

る
方
法
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
週
末
や
休
日
の
前
日
は
巾
し

込
み
が
多
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電

話
な
ど
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)

広.. ラjfJ/!3.1. 16 [5] 
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ぃ

(
県
人
口
の
一
六

・
一
0
0
)
、
ニ
帯

U
…
二
三
人
に
比
べ
怯
家
族
化
が
進
ん
で
…

・

・

…

が
松
本
市
の
こ

0
・
一
万
人
(
同
九

一
い
ま
す

h

…
・

l

・

l

-

:

三
0
0
)
、
三
番
目
が
上
聞
市
で
十
一

・
…

昨
年
の
同
勢
調
査
は
、
十
年
ご
と

…
・

・

…

九
万
人
{
同
五

・
五
%
)
、
四
番
飯
田

…
に
行
わ
れ
る
大
規
模
な
調
査
で
、
人

…
・

昨
年
の
国
勢
調
査
の
速
報
(
各
市

…
市
九

・
二
万
人
、
五
番
佐
久
市
六

・
…

口
、
世
衛
を
は
じ
め
、
二
十
二
項
目

…

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る

町
村
の
人
口
、
世
情
}
が
昨
年
十
二
…
二
万
人
、
六
番
以
下
は
伊
都
市
、
問
…
の
調
貨
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
公
表
…
給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
や
住

3

月
二
十
一
日
、
総
務
庁
か
ら
公
表
さ
…
谷
市
、
出
尻
市
、
例
坂
市
、
諏
坊
市

…
は
六
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。
今
回
は
、

…
宅
取
得
等
特
別
控
除
な
ど
、
申
告
を

訪

れ
ま
し
た
。

…
と
な

っ
て
い
ま
す
。

…
早
期
利
用
の
た
め
、
人
口
、
世
帯
だ
…
す
る
と
所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら
れ

防

7

…
け
の
公
表
と
な
っ
て
い
ま
す
い
る
か
た
の
説
明
会
で
す
。
説
明
を
間

劇

人
口
日
万

9
千
余
人

一

一
世
帯
当
た
り

O
人

・

…

3

…
マ
問
い
合
わ
せ
企
画
課
統
計
係
(内

い
き
な
が
ら
、
そ
の
場
で
山
分
で
申
告

上
問
山
め
総
人
U
は
、
卜

一
万
九

一

ま
た
、
人

M
m加
数
の
多
い
山
町
…

似
1
2
2
6
)

…

3
を
作
成
し
、
提
出
し
て
い
た
だ
き

下
川
口
三
卜
五
人
で
、
別
五
万
八
千
…
村
は
、
長
野
市
、
松
本
山
、

k
川
市
、

h

・
t

…
ま
す
の
で
、
定
刻
ま
で
に
お
出
か
け

一
でh
L
ハ
ト
六
人
、
友
六
万

一
下
.
白
六
一
芋
野
市
、
佐
久
市
、
初
日
川
町
、
胤
比

…

…

く
だ
さ
い
。

卜
九
人
、
世
情
数
は
三
万
八
千
八
行
…
市
、
箕
輸
町
、
小
沼
市
な
ど
の
州
に

一

…

マ

問

い

合

わ

せ

よ
問
税
務
将

(
宮

じ
ト
問
祉
制
と
な

っ
て
い
ま
す
前
一
な

っ
て
い
ま
す
人
い
の
減
少
数
の

…

…

@
1
2
3
4
)、
市
民
税
制
州

(内
紛
1

回
(昭
利

h

ハ
ト
年
)に
比
較
し
て
人
…
多
い
市
町
村
は
、
岡
符
市
下
市
川
崎

ぃ

…

2
8
1
)

け
で
は
三
千
二
日
・
ム
十
七
人
明
え
、
…
町
、
飯
山
市
、
山
ノ
内
町
、
大
町
市
、

…

…
ニ

・
八
%
の
伸
び
で
し
た
。

…
信
州
新
町
な
ど
の
順

や

る

ゑ

3
後

南

か

…

上
田
市
の
人

μ
は
年
々
微
少
で
す
…
一
世
帯
当
た
リ
の
人
刊
で
は
、
上

…

り

得

す

、

午

市

話

…
}

く

を

州

出

~

谷

電

…
か
培
、
ぇ
続
け
て
い
ま
す
。
過
去
の
調

…
田
市
は
三

・
O
七
人
で
、
前
回
の
一ニ
・一

つ

解

即

日

分

間

…
査
か
ら
見
る
と
、
五
十
年
1
五
十
五

…

…

程

康

理

判

n
m
(
み

へ

健
い
官
庁
陀
時
一

込

一

…

年

の

調
査
で
は
六

・
一
%
五
十
五

…

…

日

深
川
W

、

叩

タ

し

タ

一
年
i
セ
十
年
ま
四

・
二
%
、
六
十
1

…

…

会

め

り

封

印

前

ン

申

ン

…

ノ

l

進

よ

白

日

午

セ

hv
セ

一
平
成
二
年
は
二

・
八
%
と
伸
び
て
き

…

…

明

を

の

寸

目

。
合

同

…
ま
し
た
が
、

中
び
率
ま
今
回
が
最
民

…

…

説

現

性

吃

岡

田

総

日

に

・

'

f

l

i

.

実

男

針

、

5

人

苅

で

…
と
な
勺
て
い
ま
す
。

の

て

開

闘

の

婦

都

ま

…

'

9

…

会

い

羽

田

出

県

低

回

…

県

人
口
の
伸
ひ
率
・

%

…

…

社

つ

バ

7

白

羽

田

川

。

釧

れ

州

汀

剛

日

制

肘

…

民
野
市
町
の
人
U
は
二
百
十
五
万
六

…

同

り

J

、
と

Q

h

2

…
千
六

.n五
十
六
人
で
、
前
副
に
比
べ

共

あ

的

き

ω

hv
m

で

…
て
ゆ
び
て
い
ま
す
が
、
仰
ぴ
率
は

0
・
…

女

の

目

と

B

叩

き

一

f

男

庭

が

hv
2

時

東

が

…
九
%
で
こ
れ
も
過
去
最
低
で
す

家

の

月

5
宮

は

…

県
下
の
市
町
村
別
の
人

n順
位
は
、
…

一
番
が
長
野
市
で
三
十
四

・
七
万
人

国
勢
調
査

人
口
、
世
帯
の
速
報

男性教室県婦人総合センター

市の人口予想懸賞

~/1'1貨に7人

11月5目、ズパリ貨の 7人に永

野市長から賞状が渡されました

昨年12月21目、総務庁統計局が発表

した人口述報結果による上回市の総人

口は rl19，435人」。市では、国勢調査

にあわせ、 k回開工会議所 ・上回青年

会議所の協伎を符てヒ回市人口予想懸

1lを実地し、ズパリ1'l・ 7人が次のとお

り決まりました。1JJ 5日には、永野

市長による11・状の授与式が市役所で行

われました。 =写真 (敏彰1;略)

[>1期口美智子 (47歳 ・朝日ケ丘)

1>丸山大介(16哉 ・国分) 1>仰沢秀

道(16歳 ・北大手) 1>小泉りつ子(9

歳 ・泉町) 1>大久保智子(10歳 ・下

之郷) 1>横関麻梨亜 (12絞 ・石神)

1>田中臣典(10歳 ・上川原柳町)

その他、 24人が入賞・されました。

医
療
費
控
除
な
ど

説
明
会
を
開
催

(6J 1. 16 

と き ところ 対象者
同ーー一

- 1t. 2 市 マ マ
三 時受 月 ~ 2 l¥: を住か医
Hキ l付 7 上階会 受 ーと た 療
I )1. 日 城国会議 館 lナ耳立 it~ 

一 時 制 る得 f主

時 O
跡量三 かた 等特

r.，役

ムI~‘ 
三をζ 三 分 国 JB変IJ 。 内 !t 

分
) 

除 る

必勝 しくは、各戸配布のチラシをご覧ください。
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生
協
セ
ミ
ナ
ー

県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
上
小

…
園

開

き

ま

す

…

マ

と

き

一
月
二
十
一
日
間
午
後

…
支
部
で
は
、
地
域
住
民
が
よ
り
豊
か

…
圃

…

一
時
三
十
分
1
三
時
三
十
分

マ
と

…
に
生
活
で
き
る
た
め
に
「
よ
ろ
ず
相

…

マ

と

き

一
月
三
十
一
日
附
午
前

…
こ
ろ

市
保
健
セ
ン
タ
ー
(
南
庁
舎

一
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
会
員

…
十
時
i
正
午

マ
と
こ
ろ

長
野
生

…
二
階
)

マ
内
容

家
族
の
皆
さ
ん

…
自
ら
が
相
談
員
と
な
っ
て
、
教
育
相

…
協
東
信
支
所

(古
里
七
回

O
l二
・
…

と
の
話
し
合
い
、栄
養
士
に
よ
る
「
手

…
談
・結
婚
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す
(
無

…
包
⑫

4
1
5
1
)

マ
テ
ー
マ

「今、

…
軽
に
で
き
る
お
や
つ
」
の
話

マ
問

…
料
)。
な
お
、秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
…
熱
帯
雨
林
で
は
・:
私
た
ち
の
で
き
る

…
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課
(
内
線
1

マ
相
談
日

毎
月
第
二
木
曜
日
(
午

…
こ
と
」

マ
そ
の
他

参
加
無
料
。

…
3
7
6
)

…
前
十
時
l
午
後
二
時
)

マ
開
設
場
…

保
育
施
設
あ
り
。

.
 

.
 
上
回
創
造
館

圃

親

子

映
画
劇
場

マ
と
き

二
月
二
日
出
、
三
日
間

一
時
間
は
両
日
と
も
午
前
十
時
、
午
後

一
時
、
午
後
三
時
の
三
回
マ
と
こ

一
ろ

上
回
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

マ

…
上
映
作
品

「盲
導
犬
サ
ー
ブ」
「
ク

…
ロ

が
い
た
夏
」

マ
入
場
料

七
百

…
円
(
二
歳
以
上

一
律
)

マ
受
付
方

一
法

当
日
、
各
上
映
時
間
三
十
分
前

…
か
ら
会
場
で
(
定
員
は
各
回
と
も
五

一
百
人
)

マ
問
い
合
わ
せ

上
回
創

…
造
館
(
岱
⑫

1
1
1
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=
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今月の納税

市県民税 4期

国民健康保険税 7期

納期限は1月318です

自主納付のかた、口座緩替が便利です/

「
よ
ろ
す
相
談
所
」

ご
利
用
く
だ
さ
い

2月の相談

相 3炎 名 日 時 会場な ど

2月8日(金)

法 律 中目 2炎 13: 30-15 : 30 市
予約先は生活環

(予約制) 2月22日(金) t支 境課(内線1388)
13:30-15:30 

所

人権・悩みごと相談
2月7日(木) 宮 市民相談室

13:00-16:00 ⑫ (南庁舎 3階)

2月14日(木)
4 

市民相談室
土地 ・建物相談 1 

13: 00-16 : 00 。(南庁舎 3階)

2月1日(金)
。

段業委員会
農地問題相談 8 : 30-17 : 00 (本庁舎 2階)

行 政 相 百炎
2月11日(月)

西武デパート
10: 00-15: 00 

心 配ごと相談
毎週火眼目

10: 00-15 : 00 社会福祉協議会

法 律 相 言炎
2月16日(土) E ⑫2025 

10: 00-正 午

法 律 相 談 2月20日(水)

(予約制) 10: 00-正午 上回商工会議所

保 険年金相談
毎週月~金曜日 E ⑫4500 
9 : 00-16 : 00 

市 民 キg 言炎 毎週月~土線日(午前) 生活環境課

消費生活相談 9 : 00-17 : 00 市 (南庁舎 3階)

健 康 相 言炎
毎週月~土曜日 (午前) 1支 健康相談室

9 : 00-17 : 00 (南庁舎21者)

毎週月一金曜日
所 福祉課

家庭 ・児童相談
9 : 00-16 : 00 E ⑫2000 

※市民相談室は函斤舎 2階から南斤舎 3階へ移りました。

※市役所は、第 2・4土曜日は閉庁(休み)となります。

痴
ほ
う
性
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

古
着
・
古
布
は

ど
の
よ
う
に
再

生
さ
れ
る
の
?

昨
年
十
二
月
一
日
付
け

「広
報
」
で
、
ご
み
の
卦
別
回
収

に
手
が
か
か
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
聞
き
し

た
い
の
で
す
が
、
古
布
や
古
着
は

ど
の
よ
う
に
再
生
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

(
匿
名
)

集
め
ら
れ
た
古
布
は
洗
っ
て
殺

菌
し
、
良
い
も
の
は
裁
断
の
う
、
之
、

機
械
の
オ
イ
ル
な
ど
を
ふ
く
ウ
ェ

ス
材
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
厚
手
の
良
い
も
の
は
、
そ
の

ま
ま
古
着
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
等

へ
輸
出
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
他
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い

も
の
は
、
ば
ら
し
て
自
動
車
の
シ

ー
ト
や
断
熱
材
の
中
な
ど
に
使
用

さ
れ
た
り
、
焼
却
に
因
さ
れ
た
り

し
ま
す
。
上
田
市
の
主
な
資
源
回

収
業
者
で
は
、
ま
と
め
て
東
京
の

大
規
模
業
者
に
送
り
、
分
別
し
て

も
ら
う
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
市
で
は
、
資
糠
と
し
て

回
収
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
回
収
ル
ー
ト
を
整
備

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
鋭
意
検
討

中
で
す
。
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報うえだ'3.1. 16 {ア}
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( 8か月・本町)

「丈夫で‘、なんでもよく

食べます。とにかく、きかん

坊で‘す」と母の由美子さん

保健tDt
保健予防諜(内線1374)

2月の乳幼児健康診査

[>受付時間 いずれも午後 l時-2時 [>持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4. 10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月児)01歳6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にある 健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査察は 、様式が変わりました。また、視聴覚

検査のアンケートも加わりましたので用紙をお送りし

ます。 ご記入のうえ健診にお出かけください。

保健センター(市役所南庁曾 2階)

{住 きロFヨ、シ 実施日 生年 月 日

月
2月5日 2. 9.16- 9.30 

4 す3‘
2月19日 2. 10. 1-10.15 

10 か 月
2月7日 2. 3.16- 3.31 

2月26日 2. 4. 1-4.15 

1r迩6かH
2月13日 7じ. 7.16-7.31 
2月27日 8. 1- 8.15 7じ.

3 歳
2月1日 63. 1. 1- 1.15 

2月18日 63. 1.16- 1.31 
塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か月 I_ _ _ _ I 2. 9.16-10.15 
I 2月8日 1

10 か月 I-，， --I 2. 3.16- 4.15 

3 歳 I2月22日 1 62.12.1-63.1.31

川西社会福祉センター(川西地区)

4 か月 I I 2. 9.16-10.15 
10 か月 I2月6日 | 2. 3.16- 4.15 

1歳 6か月 I I 元. 7.16- 8.15 

成人式を迎えたカ、fこ

梅毒血液検査

成人式を迎えられたかたは梅毒の血液検査を無料で

受けることができます。梅毒は性病の一つで戦後順調

に減少していましたが、昭和60年代からは増加傾向に

あります。本人のためにはもちろん、将来の家族の健康

のためにも性病についての正 しい知識を得ることと 、

検査などの健康診断を受けられるよう おすすめします。

また、婚姻時、妊娠時にも無料で検査ができます。

[>とき 毎週火曜日午後1時-2時30分 [>ところ

上期保健所 (合同庁舎内 )[>料金 無料 [>聞い合

わせ 上回保健所 (ft⑫1260)

v 長野冬季オ 'J~ピヴワ
招致推進上小地媛大会

上回・小県広緩み3ウと太銭祭り

!とき 2月2日ω l 

ところ市民会館 4

長野冬季オ リンピッ クは、現殺、日 本の立候

補都市として世界に向けて本格的な招致活動を

展開しています。

県内においては、242万人を越える署名や全市

町村議会で招致活動がなされ、国会でも議決さ

れる など全県的な招致気運の広がり ととも に、

国を挙げての招致態勢が幣っ てきてい ます。

今後、いよいよ招致活動の正念場を迎え、よ

りいっそう の団結した活動が必要となっていま

す。そこで、上小地域においても招致運動を さ

らに蹴り 上げ、1998年長野冬季オリ ンピ ック招

致運動をより確かなも のにする ため、次のとお

り 「上回 ・小県広域ふるさと太鼓捺 りJ、「長野

冬季オ リンピック招致推進上小地域大会」を聞

きます。 入場無料ですので脊ってどうぞ。

・第 1部=上回・小県広域ふるさと太鼓祭り (午

後1時30分-2時10分)

・第2部=長野冬季オリンピック招致推進上小

地区大会 (午後 2時10分-4時)

じ〉内容現況報告、 大会宣言、NHK.福島

敦子アナウ ンサーによる記念講演

・問い合わせ 上小地域広域行政事務組合(宮

⑫2130)、企画課(内線1223)

1月26日(i)fま
文化財防火デー

上田市は、県内でも

育数な文化財の宝庫。

かけがえのない財産を

みんなでいつまでも大

切にしましよう。

広謡うえだ'3. 1. 16 [8J 
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